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１．はじめに

　本日は「中銀デジタル通貨の経済学」について

お話をさせていただきたい。私が2020年７月末

まで所属していた日本銀行では、中央銀行（中銀）

デジタル通貨（Central Bank Digital Currency：

以下、CBDC）の採用を決めたわけではない。た

だ、そのフィージビリティーの検討のため、いろ

いろな研究を行っているところである。CBDCに

ついては採用の是非、導入方法を含め幅広い視点

から検討する必要があるが、本日はあえて経済学

的な視点にできるだけ絞って説明したい。

　説明の進め方として、まず前置きとして貨幣と

は何かからお話しする。次にそれを踏まえながら

デジタルな通貨として暗号資産やステーブルコイ

ンをどのように理解すべきかを説明し、最後に本

題であるCBDCについてお話ししたい。

２．貨幣とは何か？（前置き）

　貨幣には三つの機能があるといわれている。第

一は交換手段であり、財サービスの購入において

実際に支払う際に使われる。第二は価値保蔵であ

り、将来に向けて所得を保蔵する機能を有してい

る。第三は価値尺度であり、貨幣によって価格が

表示され値段の高低が測られる。

　そもそも貨幣はなぜ使われるかについては侃々

諤々の論争があり、私の恩師の岩井克人先生の『貨

幣論』（注１）によれば、既存の学説として「貨幣

商品説」と「貨幣法制説」がある。「貨幣商品説」
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